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2α娼年3月14日金曜日午後1時50分、亜細亜大学2号館227番教室に
おいて、第3回総合学術文化学会学術研究会が開催された。当日は高橋隆
会長から開会挨拶の後、久我雅紹教授が座長を務めて、「英語」分科会か
ら1本の研究発表、杉渕忠基「包摂と排除による国民化－中国系アメリ
カ人の場合」が行われた。続いて、柿山隆教授が座長を務めて、「外国語
及び日本語」分科会から2本の研究発表、田部井圭子「日本語学習者の誤
用に関する日本人学生の対応」、斉藤洋「西遊記再話」が行われた。
発表と質疑の終了後、総合学術文化学会総会が引き続き行われ、次回の
研究会について話し合われた。その後、教職員食堂に移って、研究発表者、
出席者の懇親会が行われ、午後7時に閉会した。参加者は会貞のほか本学
教職員を含めて、23名であった。
以下に、当日の研究発表3本の概要を掲載する。
第1部「英語」分科会
包摂と排除による国民化
－中国系アメリカ人の場合－
杉渕息基
1．中国系アメリカ人の分類
JudyYung、GordonH．Chang、HimMarkLai編集のCJli′把割rA〃Tel・iぐan
Vbice．▼（UnlVerSityofCallhmiaPress，2（柏6）は、「中国系アメリカ人自身が
痛切に実感した中国系アメリカ人の歴史の評価を促す」目的で編集された
歴史資料集である。元来英文のものに加えて中国語からの英訳も含んでい
る。副題の石Ⅵ用／みピGfJん！尺椚1日わ1／7ぐ凸で．1川1が示しているように、19世紀
から21世紀までを網羅している。4∝）頁を超えるこの史料集は3部構成で
ある。第一部は1852年から1904年まで、第二部は1904年から1943年まで、
第三部は1943年から2003年までである。時代に沿って61の項目それぞれ
1名一数名の人物が書いたものが集められている。
この史料集に登場する多様な中国系アメリカ人を何らかの基準で分類す
ることを試みた。政治・経済・社会的な安定性を縦軸に、また同化の度合
いを横軸にとってみた。
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そうすると、19世紀から20世紀前半にかけては、Ⅱには中国からの留
学生、Ⅱには中国からの労働者、Ⅳにはアメリカの自人労働者が入る。好
況のときは表面化しなかった中国系労働者（Ⅱ）とアメリカの白人労働者
（Ⅳ）の対立・競合が不況の時には顕在化してくる。とりわけ中国人労働
者の多いカリフォルニア州では白人労働者が中国系労働者を迫害する事態
が起こった。死傷者も出た。19世紀後半にアメリカは深刻な不景気に陥っ
ていたため、アメリカ議会は、不況から白人労働者の目を逸らす目的もあ
り、低賃金で働く中国系アメリカ人の労働者のアメリカ入国禁止を定めた
中国人排斥法を1882年に可決した。中国系を排斥することによって、自
人労働者はアメリカ社会の中では、より安定した主流に組み込まれる可
能性を広げた。同法は、太平洋戦争中に米中が同盟関係になった後、1943
年に撤回されるまで続いた。
上記の座標で対立関係にあったⅢとⅣとの対立は、1980年代～現代では、
ⅢとⅡになる。チャイナタウン内における雇用者（Ⅲ）と安い労働力を提
供する中国系労働者（Ⅲ）である。これらの中国系労働者は中国系雇用者
によって搾取が行われている。しかも、法外な金額で、犯罪組織に密入国
を依頼した場合、返済に因っても、密入国者という立場上、助けを求める
術がない。
その一方で、企業家・技術者・研究者・教育者などは、第4象限に含ま
れ、学歴も高く、比較的安定した生活を送り、アメリカ社会への同化の度
合いも高い。しかし、アメリカで核兵器開発にかかわる研究所に勤める中
国系アメリカ人が、スパイ嫌疑をかけられることがあった。200日を超え
る日数を独房で過ごすことを強いられ、死刑の可能性すらあったが、これ
は冤罪であった。のちにアメリカ政府と、アメリカ政府が漏洩させた内容
を記事にした報道械関が補償金を支払った。このようにアメリカ社会に十
分同化していても、人種プロファイリングによって、生活が破壊されるこ
とがあり得る。
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2．アメリカの因内状況における中因人排斥法
中国人排斥法が制定された19世紀後半は、南北戦争直後に働いた人種
平等の動きが押し戻されていく時期でもある。憲法修正第13条で奴隷制
が廃止され、14条で州による、法の平等の保護が保障され、第15条で投
票権が保障された。第14条や第15条を承認しようとしない州には連邦軍
が派遣され、軍政が行われた。しかし1877年には、大統領選に絡み、南
部から連邦軍が撤退した。さらに、南北戦争後の国内融和と経済発展がよ
り重視された結果、黒人の人種間題は内政の優先課題ではなくなっていっ
た。そのような流れの中に1882年の中国人排斥法が位置付けられよう。
アメリカは1890年の国勢調査でフロンティア消滅を宣言した。17世紀
に東海岸から始まった北米植民が加0年足らずの間に西海岸に達したので
ある。以後、アメリカの進出先は太平洋であった。キューバをめぐり、ス
ペインと開戦したアメリカは、勝利を収め、フィリピンを獲得し、植民地
化していった。その間、当初、時限法として制定された中国人排斥法は、
1904年に恒久法となり、19亜年まで続いたのである。
3．中国・台湾・香港からの移民数の変化
中国人排斥法は撤回されたが、1949年に中華人民共和国が成立し、翌年、
朝鮮戦争が勃発し、アメリカは国連軍の一国として韓国を支援し、また中
国は義勇兵を送り、北朝鮮を支援した。このような熱戦がアジアで戦われ
ている一方、アメリカでは冷戦という国際状況の中で反共産主義運動が強
力に行われた。そのため中国人排斥法撤回後も、中国からアメリカへの移
民数の急激な増加はなかった。
中国からアメリカへの移民が急増するのは1979年の米中国交正常化以
降である。国交正常化に至るまでには、1972年のリチャード・ニクソン
大統領訪中があった。ニクソン大統領訪中は、ベトナム戦争から「名誉
ある撤退」をするた捌こ、中国の力をアメリカが必要としていたからで
あった。一方アメリカでは、公民権連動の成果とされる1964年公民権法、
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1965年投票権法など、リベラルな立法が行われた。そのような時代の中で、
1965年移民法が成立した。これは、加世紀初めより行われてきた移民の
国別割当てが廃止され、各国一律、年2万人という上限が定められた。家
族はその中に含まれないため、年間2万人を超えて移民することが可能で
あった。
中国系としてくくられる移民を、本土防衛省移民統計局の20〃6作‘111I甜止
（，／‘l用Inigl・‘／fil川Sf‘Ili．1・1i（・．1（http：／／www，dhs．gov／Ⅹlibrary／assets／statistics／
yearbook／2006／OIS＿2006＿Yearbook．pdf）で、中国、台湾、香港について見る
と、2∝）3年以降2006年までは、中国からの移民は急増しているが、台湾
と香港からの移民は、微減している。統計上の合法的な移民に加えて、密
入国者もいる。PeterKwongによると、かつては広東省からの移民がほ
とんどであったが、現在は福建省からの移民が最も多いという。
最後に。現在、中国系移民としてその特徴を述べることは難しい。移民
としての世代の相違や教育程度も異なる。2000年の国勢調査では、中国
系は、大卒48．1％、管理職か専門職が52．1％、自宅所有者が58，4％を占め
ている。その一方で、1993年にニューヨーク市を目前にして座礁した密
航船に象徴されるように、SWeatShopと言われる搾取工場で、低賃金の長
時間労働を余儀なくされる非合法移民もいる。このように現在、アメリカ
への中国系移民は二極化する傾向にある。これは中国本土における中国国
民の二極化を反映するものと言えよう。
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第2部「外国語及び日本語」分科会
日本語学習者の誤用に関する日本人学生の対応
田部井圭子
1　はじめに
日本の大学に進学する留学生は、通常1～2年の日本語学習期間を経た
後に進学するが、その文章作成能力が、大学での学習に十分なレベルに達
している学生は、決して多いとは言えない。それでは、留学生のレポート
作成にあたりどのようなサポートが必要であり、日本人学生はどのような
役割を果たすことができるのだろうか。
今回の発表では、日本人学生による留学生の作文の添削の実際について、
調査結果を述べると共に、その可能性およびレポート作成に必要なサポー
トについて考えていきたい。
Ⅲ　留学生の誤用の種類
今回使用した作文は、来日時に日本語が未習で、来日後留学生別科にお
いて1年間の日本語学習を経た学生2名の作文を合わせたものである。
その中に見られた留学生の誤用は、以下のように分類される。
1．表記（①字形　②発音の影響によるもの）　2．語彙　　3．活用の形
4．活用形の選択　　5，助動詞　　6．助詞　　7．文のねじれ
8．接続詞　　9．構成　10．内容
Ⅲ　見つけやすい誤用は、どんなものか
次に、大学生がその作文を添削した場合に、どのような点を誤用と認識
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しているのかについて考えたい。
今回添削を依頼したのは、文教大学文学部の1年生認名、2年生45名
の計83名で、所属は日本語日本文学科、英米語英米文学科、中国語中国
文学科であるが、いずれの学生も日本語教員養成科目を履修しており、平
均的な日本人学生と比較するとH本語学の知識を豊富に持つと考えられる。
なお、添削する時間は15分で、留学生の作文を添削するようにとだけ指
示をした。
日本人学生が指摘することができた誤用は、各項目において以下の割合
となった。
日 本 人 学 生 が 指 摘 し た 誤 用
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各項目を見ると、誤用が、前後の関係に注意を払わなかったため起きた
と考えられるものは、指摘することが難しいことがわかる。さらに、その
誤用に影響を与える前後の部分のまとまりが大きいほど、つまり、文のレ
ベルが上がり文章のレベルに近づくほど、指摘できる割合は減少する傾向
にある。
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Ⅳ　日本人学生による添削の誤り
日本人学生が誤用を指摘しても、的確な添削ができていないものは、以
下のように分類される。
1．話し言葉を使用して訂正したもの
2．文法等の知識が不足しているために起きた訂正の誤り
3．留学生の意図を理解していないために起きた訂正の誤り
V l年生と2年生の比較
1、2年生が指摘した誤用の比較（％）
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1年生と2年生の誤用の指摘には、有意な差は認められなかった。しか
し、詳細に検討すると、文章全体の構成の誤用を指摘した学生は、2年生
が7名であったのに対して、1年生は1名もいなかった。また、文体や原
稿紙の使い方に気付いた学生も2年生が多いことが認められた。さらに、
添削の際、説明を加えたりコメントを付けたりした学生は、2年生に17
名見られたのに対し、1年生は1名にとどまっている。
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Ⅵ　添削の前にすべきこと
日本人学生に添削のサポートを依頼する際に生ずる問題とその対策とし
て、以下のことが考えられる。
まず、日本人学生は、ネイティブ・スピーカーとして乱剛こ気付くため
の感覚を磨く必要がある。このためには、多くの文章に接することも一つ
の方法であろう。また、留学生の誤用の傾向を知り日本語の知識を得るた
めに、日本語教育の分野を学習することも肝要である。
一方、留学生の立場からみると、自分のレポートを日本人学生に見られ
るのが恥ずかしいという心理的な障壁が存在するほか、時間的な余裕を
持ってレポートが作成できない、内容に自信を持っており日本人学生に添
削を依頼する必要がないと思っていることなどが、添削を避ける要因とし
て考えられる。
さらに、添削を繰り返しても、留学生のレポート作成能力が向上するこ
とがあまり望めないということも現実である。
それでは、どのような対策が考えられるだろうか。その一つは、レポー
ト作成の初期の段階からサポートを考えるという方法である。レポートの
内容について考え、構成を組み立て、そして実際にレポートを書くという
各段階において、教員、留学生同士、あるいは日本人学生が協力しあって
レポートを作成することによって、誤用を最小限に抑え、添削をしなくて
も内容理解に問題のない程度まで完成されたレポートを作成することが可
能になると考えられる。
Ⅶ　おわりに
日本人学生による効果的な添削を実施するには様々な準備が必要であり、
実施しても、教員が期待するような結果を得るのは難しい。留学生のレ
ポート作成をサポートするにあたっては、実際にレポートを書く前の計画
段階からの、こまやかな対応が望まれる。
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西遊記再話
斉藤　洋
F西遊記』は呉承恩の長編小説で、明代、1570年頃成立したと言われ
ている。物語は玄英三蔵が孫悟空、猪八戒、沙悟浄をつれ、天竺に取経
の旅をするという、いわば旅行記仕立てとなっているが、実在の玄英は、
r西遊記』に先立つおよそ950年前の629年に長安を出てインドに旅をし、
糾5年に帰国している。この体験をもとにした玄英自身の旅行記『大唐西
城記jが呉承恩の『西遊記』の素材になっていると言われており、した
がって、呉承恩の　F西遊記」は広い意味で玄笑の『大唐西城記』の再話と
言えるだろう。
まず、ひとつの紀行文なり、物語なりがあり、それが再話される理由は
何かと言えば、ひとつには、もとの話がある時代のある読者層にとって、
興味を失わせる内容になったとき、それを再話される時代のある読者層に
とって、興味を持って読めるものにすることにある。玄英の『大唐西城
記』は公的な報告書的性格が強く、当時の一般大衆に向けられたものでは
なかったようだ。その『大唐西城記』を素材にして、呉承恩が物語を作っ
たわけだが、その際、そこに元代までの民間説話を入れ、できあがったの
がF西遊記』である。読者は一般大衆であるが、物語に仏教と道教のせめ
ぎあいが付加され、道教に対する仏教の優越性がひとつの大きなテーマと
して盛り込まれた。その結果、『西遊記』は「仏教プロパガンダ」の性格
を持つにいたり、それは『西遊記』成立当時あるいはそれ以降長い時代に
わたって、意味のあったことなのではあろう。だが、現代の読者、とりわ
け10代の日本の読者にとって、道教に対する仏教の優越性というテーマ
がどれほど興味を引くものかは疑問である。
そこで、私は『西遊記』を再話するにあたり、物語を玄奨三蔵と孫悟空
132
斉　藤　　　洋
の特殊な形のプラトニック恋愛小説ととらえ、彼らが遭遇する事件の解決
の担い手を観音菩薩から孫悟空に移した。
理論社刊、斉藤洋の「西遊記』は2004年4月に出版が始まり、2008年3
月現在で第七巻まで刊行されているが、そこに表現されている世界は、い
わば騎士的精神で玄笑を愛する主人公孫悟空の教養小説的冒険ファンタ
ジーとなっている。そして、呉承恩の『西遊記』をそのように構造変革す
ることに、今これを再話する意義があるのだ。
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